
 

 

 

変わりゆくもの 

校長 河村 康郎 

 今、学校が変わってきています。どのように変わってきているのか、いくつかあげてい

きたいと思います。日々世の中で伝えられているニュースと照らし合わせて、見ていただ

けるとありがたいです。改良、改悪、感じ方は様々だとは思いますが、ご理解・ご協力を

よろしくお願いいたします。 

１ ジャージのデザイン変更 

物価高騰のため、これまでのデザイン、素材を維持しようとすると大幅な値上げを行わ

なくてはなりません。これまで並みに価格を維持するため、令和７年度入学生から新しい

デザイン、別の素材のジャージに変更します。令和７年度から３年間は、移行期間として、

これまでのジャージを着用することも可とします。 

２ 校則の変更 

 令和６年度から、生徒の外履き、靴下の選択肢を増やし、変更を行いました。それまで

は、白一択でしたが、黒・紺・白を選択できるようにしました。また、靴下の長さについ

ても選択の幅を拡張しました。今年度は生徒の髪型についても検討を重ねています。最終

的に整った校則を後日配布する予定です。 

３ 教員の働き方改革 

 教員の長時間労働、時間外超過勤務が問題となっています。教員が健康で生徒の前に立

ち、自信を持って指導を行うことが求められています。そのため、高萩中学校でも次のよ

うな取組を行っています。時間外の電話対応は行いません。行事の縮小・削減を行います。

部活動は日高市部活動方針に沿って行います。 

４ 入試改革 

 県内公立高校における令和７年度入学生に対する入試から大きな変更点があります。出

願等に関わる手続きが電子化されています。これまで、紙面による願書提出を行っていま

したが、インターネットによる出願となります。また、令和９年度入学生入試からすべて

の受検生に対して面接を行うといった変更点もあります。 

 

 

 

  

 

 

 

学校教育目標 「賢く 優しく 逞しく」 

令和６年１２月２日 第９号 

高萩中だより 

「ふるさとを愛し、 

生きていく力を育む萩っ子」の育成を目指します 

☆保護者の皆様へ 

１１月３０日（土）にＰＴＡ主催資源回収が行われました。今年度

は、昨年度にくらべ、広い範囲に広報したため、昨年度より多くの資

源を回収することができました。保護者の方々、地域の方々、この場

を借りて、御礼を申し上げます。ありがとうございました。 

 


